
各単元における下水道とのかかわりとそれに対応した教員向け教材

【下水道を中心的に扱う単元】　

単元と下水道が深くかかわりのある分野　（各単元数時間程度）

→学習指導案・指導計画案を作成し、具体的に単元の中のどの部分に下水道を組み込むのかを明示する。

　また、【総合的な学習の時間】との関連付けにより、より深い授業展開が期待される。

・家庭から出た汚れた水を集める仕組み（下水管）

・汚れた水をきれいにする仕組み（下水処理施設）

・きれいにした水を再利用する仕組み（せせらぎ、再生水利用、熱利用、など）

・私たちの暮らしと水質（川・海・湖沼）との関わり　

・まちに降った雨を処理する（川に出す）仕組み（雨水管、ポンプ場）

・まちに降った雨をためる仕組み　（雨水貯留管、浸透施設）

・家庭から出た汚れた水を集める仕組み（下水管）

・汚れた水をきれいにする仕組み（下水処理施設）

・私たちの暮らしと水質（川・海・湖沼）との関わり　

・まちに降った雨を処理する（川に出す）仕組み（雨水管、ポンプ場）

・まちに降った雨をためる仕組み　（雨水貯留管、浸透施設）

・私たちの暮らしと水質（川・海・湖沼）との関わり　

・汚れた水をきれいにする仕組み（下水処理施設）

・温室効果ガス削減

・省資源、省エネルギー対策（汚泥の肥料化、下水熱利用）

・新エネルギー対策（汚泥燃料・バイオガス）

【下水道を選択的に扱う単元】　

本時の展開の中で下水道に関連付けることができる分野　（5分～15分程度）

→下水道の各分野に応じて簡単に利用可能な資料・教材を作成し、授業の中で活用できるようにする。

　また、【下水道を中心的に扱う単元】の授業との関連付けにより、より深い授業展開が期待される。

・家庭から出た汚れた水を集める仕組み（下水管）

・汚れた水をきれいにする仕組み（下水処理施設）

・私たちの暮らしと水質（川・海・湖沼）との関わり　

・水を汚さないための生活の工夫(汚れた水や油などを流さない工夫）

・汚れた水をきれいにする仕組み（下水処理施設）

・汚れた水をきれいにする微生物の働き

6学年 理科
A 物質・エネルギー　（４）電気の利用
　手回し発電機などを使い、電気の利用の仕方を調べ、電気の性
質や働きについての考えをもつことが出来るようにする。

・汚泥燃料・バイオガスを利用した発電

6学年 社会科

（３）世界の中の日本の役割について、次の事を調査したり地図や
地球儀、資料などを活用したりして調べ、外国の人々と生きていく
ためには異なる文化や習慣を理解しあうことが大切であること、世
界平和の大切さと我が国が世界において重要な役割を果たしてい
ることを考えるようにする。

・海外における下水道事業支援

【下水道の理解に役立つ単元】　

直接授業の中に下水道を組み込むことは難しいが、下水道を理解する上で役立つ教科・内容

4学年 理科 A 物質・エネルギー　（2）金属、水、空気と温度 ・熱の伝わり方の理解を基礎とした下水熱利用についての理解

5学年 理科 A 物質・エネルギー　（1）物の溶け方 ・水溶液の理解を基礎とした水質についての理解

6学年 理科 A 物質・エネルギー　（2）水溶液の性質 ・水溶液の理解を基礎とした水質についての理解

6学年 理科 B 生命・地球　（1）人の体のつくりと働き（呼吸） ・微生物の呼吸のメカニズムを利用した活性汚泥法による下水処理

→上記【下水道を中心的に扱う単元】の授業との関連付けにより、より深い授業展開が期待されるため、
活用可能な教材を検討する。

（２）動物の誕生
　魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして、の卵の
変化の様子や水中の小さな生物を調べ、動物の発生や成長につ
いての考えをもつことが出来るようにする。

理科5学年

B 生命・地球
（３）生物と環境
　動物や植物の生活を観察したり、資料を活用したりして調べ、生
物と環境とのかかわりについての考えをもつことができるようにす
る。

理科6学年

D 身近な消費生活と環境　（２）環境に配慮した生活の工夫
ア）自分の生活と身近な環境のかかわりに気付き、物の使い方な
どを工夫できること。

家庭科5・6学年

（1）我が国の国土の自然などの様子について、次のことを地図や
地球儀、資料などを活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産
業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。ウ）公害から
国民の健康や生活環境を守ることの大切さ

5学年 社会科

（1）我が国の国土の自然などの様子について、次のことを地図や
地球儀、資料などを活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産
業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。エ）国土の保
全などのための森林資源の働きおよび自然災害の防止

社会科5学年

4学年 社会科

（３）地域の人々の生活にとって必要な飲料水、電気、ガスの確保
や廃棄物（ごみ、もしくは下水）の処理について、次のことを見学、
調査したりして調べ、これらの対策や事業は地域の人々の健康な
生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを考える
ようにする。

4学年 社会科

（４）地域社会における災害（火災、風水害、地震など）及び事故の
防止について、次のことを見学、調査したり資料を活用したりして
調べ、人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事して
いる人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。
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